
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用）

都道府県名 宮崎

Ⅰ　学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 高岡町立高岡中学校

学　　年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 3 4 5 1 13 23

生徒数 116 147 166 6 435

Ⅱ　研究の概要
　１．　研究主題
　　　　確かな学力を身に付け，意欲的に生き抜く生徒の育成
　　　　　　　～基礎・基本の確実な定着を目指した授業改善を通して～
　２．　研究内容と方法
　　　（１）　実施学年・教科
　　　　　全学年を対象に、生徒の学習に関する実態把握や分析を実施するとともに、全教科で
　　　　実践項目を共通理解し実践的研究を深める。
　　　　　　〇　生徒の学習に関する実態把握

・教科に対する意識調査
・自宅学習調査
・テスト結果の分析

　　　　　　〇　教科における実践的項目
　教　　科　　会

　Ａ（満足する）やＣ（ 　習熟度別少人数 　個に応じた指導の
指導を要する）生徒へ　指導の研究 　研究
の手だての研究
　　　　習熟度に応じた学習活動の 習熟度に応じた
　　　　工夫・教材の工夫 学習形態の工夫

　　　（２）　年次ごとの計画

〇　テーマ
　　生徒の学力に関する実態や学習に関する実態を把握し、個に応じたきめ細かな

平 　　指導に生かす。
成 〇　研究の見通し
15 　　研究体制の確立、生徒の実態把握、授業研究会、班別研究推進
年 〇　研究の内容・方法
度 　　生徒の全教科に対する意識調査の実施、テスト結果の分析、自宅学習調査・指導

　　授業改善、指導案形式検討、学習状況の評価に関する研究

〇　テーマ
平 　　指導の在り方、評価の在り方を工夫し、きめ細かな指導に生かし、学力向上を図る。
成 〇　研究の見通し
16 　　平成１５年度の研究成果を基に、指導法の改善・評価方法の工夫を充実し、研究の
年 　　成果を普及させる。
度 〇　研究の内容・方法

　　学習習慣確立の手立ての研究、習熟度に応じた学習活動の工夫及び教材の工夫
　　習熟度に応じた学習形態の工夫、指導に生かす評価の工夫等に関する研究

国、社、理 音、美、保体、技・家数、英



　　　　（３）　研究推進体制

　　　校長

職員会議 　　渉外
職員研修 教頭

学力向上推進委員会 事務主査
　校長，教頭，事務主査 ＰＴＡ
教務主任，研究推進委員
学習指導部長

研究推進委員会
　研究主任，各学年の
研修担当，各班の班長

授業改善班 学習習慣確立班 啓発・広報班

各教科の
主任(9名） 　　　山本 　　薬師寺
国語(田中） 　　　長尾 　　小川
社会(小坂） 　　　野辺 　　永迫
数学（原田） 　　　上園 　　寺原
理科(小野） 　　　安保   　坂元
音楽（甲斐） 　　　河野 　　田上
美術（椎）
保体（川﨑）
技術（岩崎）
英語（椎）

　教　　科　　会

　Ａ（満足する）やＣ（ 　習熟度別少人数 　個に応じた指導の
指導を要する）生徒へ　指導の研究 　研究
の手だての研究
　　　　習熟度に応じた教材提示の 　習熟度に応じた
　　　　工夫・教材の工夫 　学習形態の工夫

国、社、理 数、英 音、美、保体、技・家



Ⅲ　平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
　１．研究の成果
　　　 教科に対する生徒の意識調査を５月と１２月に実施し、その結果を比較検討することができた。項目を
　　主に①関心・意欲、②表現、③理解の３つにして、比較し今後の指導に生かすことにした。　またこのデー
　　タを各学級ごとにグラフ化し、各教科担任が授業をふり返り、見つめ直し、授業改善に生かせるようにした。

　関心・意欲 　　　　表現 　　　理解

　　　生徒の自宅での学習習慣などを調査することで、生徒の平日の学習時間の不足や生徒が学習の方法
　　が分かっていない等がわかった。そこで自宅学習マニュアルを全教科で作成し、１冊の冊子にして全校
　　生徒に配布し指導することができた。　
　　　授業改善の工夫については、各教科の習熟度に応じた対応の取組一覧を作成することができた。また
　　授業の段階等を示すカードを作成し、全教科全教室で使用することにした。

本時の目標 まとめ ポイント 評価しよう

覚えよう 重要 本時の内容 練習

　２．　今後の課題
　　　ア　授業改善の工夫について
　　　　本年度は授業の改善の視点として、すべての教科において習熟度別の対応の工夫ができないかと
　　　いうことで研究を進めてきたが、来年度はこの研究をさらに教科群で共通して取組めるようにする必要
　　　がある。
　　　　評価の充実として、本年度は各評価規準ごとに達成率を出し、その達成率の累積で各教科の評定を
　　　決定するようにした。今後は１単位時間ごとの評価計画を作成し、その計画に基づく指導を実施すること
　　　で指導と評価の一体化を図る必要がある。
　　　イ　学習習慣確立指導の工夫について
　　　　自宅学習の習慣化については、本年度は、自宅学習マニュアルを全教科作成して指導したが、まだ徹底
　　　されておらず、計画的かつ定期的に指導していく必要がある。このことは、家庭の協力を得ながら確かな
　　　学力を身に付ける手立ての工夫を図る必要がある。
　　
Ⅳ　学力把握のための学校としての取組
　１．　標準学力テストの実施
　　　領域別の達成率が全国平均との比較で把握できるので、１年に１回実施している。この結果を５教科で
　　分析して授業改善につなげている。今後は観点別に達成率の分かる、全国標準テストの導入を検討中で
　　ある。このテストにより学校で作成した評価規準の見直しが可能になる。
　２．　生徒の教科に対する意識調査
　　　全教科で①関心・意欲、②表現、③理解の３項目を全校生徒を対象に実施した。５月と１２月の２回実施
　　した。この調査では生徒の授業評価が反映されることで授業改善につながっている。
　３．自宅学習に関するアンケート
　　　自宅学習の時間や宿題の実施状況等を把握するために、４月と１２月に実施した。

Ⅴ　フロンティアスクールとしての研究成果の普及
　１．　高岡中学校ホームページの作成
　　　本年度は啓発・広報班において、ホームページの作成を行った。
　２．　フロンティア通信の発行
　　　フロンティア通信を保護者を対象に発行した。現在３号まで発行済みである。
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　◇　次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可）

　　【新規校・継続校】　＊　　１５年度からの新規校 　　１４年度からの継続校

　　【学校規模】　　　　　　　　３学級以下 　　　４～６学級
　　　７～９学級 　　　１０～１２学級
＊　　１３～１５学級 　　　１６学級以上

　　【指導体制】　　　　　＊　　少人数指導 　　　　T.Tによる指導
　　　その他

　　【研究教科】　　　　　＊　　国語 ＊　　社会 ＊　　数学 ＊　　理科 ＊　　外国語
＊　　音楽 ＊　　美術 ＊　　技術・家庭 ＊　　保健体育
　　　その他

　　【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】　　　　　　　　　　

＊　　　有 　　　無
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